
-平成27年度事務事業実績評価表 政策№ 9 施策№ 91 事業№ 14 8

事務事業名 ムトス飯田市民ファンド
会計 一般会計 実施区分

事業種別 政策 開始 20 終了
H28担当課等名 ムトスまちづくり推進課 H28係等名 市民協働係 H27係等名 市民協働係

基本計画上
の位置づけ

政策 9 市民と共に進める行政経営

施策 91 市民参画による協働の促進

目
的

対象（誰・何を）
飯田市内に事務所をおくＮＰＯ法人
市民

対
象
指
標

指標名及び単位 27年度数値

飯田市内に事務所をおくＮＰＯ法
人数

66
意図（どういう状態
にするか）

資金的な問題で公益活動ができないという状態を防ぐ
公益活動を行なうＮＰＯ法人を支える

市民人口 101743向上させたい上位施
策の成果指標

協働のまちづくりが進められていると感じている市民の割
合

目
標

種別 指標名及び単位 27年度計画 27年度実績 28年度計画 28年度見込み 備考（指標変更など）

成果
指標

融資したＮＰＯ法人数
（融資により新たに開始された公益事業の数）

2 3 2 2

成果
指標

寄付や出資を行なった市民、事業所の件数 1 1 1 1

定性
目標

事
業
概
要

・ＮＰＯを支援するため、事業資金貸付を行う制度を創設した。
・ムトス飯田推進委員会が基金拠出し、一般社団法人ムトス飯田市民ファンドが貸金業者登録をして、運営する。
・市民から寄付を募り、ムトス飯田推進委員会を通じて基金拠出し、貸付の原資を増やす。
・貸付の審査が適切に行われるよう、必要な分野に精通する審査員を選任する。
・市民からの寄付‐ＮＰＯへの貸付‐回収‐貸付　により、資金の地域内循環を促進する。

事業内容 名称 活動指標

27
年
度
事
業
内
容

１　融資原資の確保（市民・事業者へ寄付を呼びかけ原資としてファンド運
用）
２　融資案内・相談（DM等による事業案内、実態把握、ＮＰＯ法人への支
援）
３　融資額
４　融資の実績

１　融資の上限額及び期間
２　融資の相談を受けた件数
３　融資した総金額
４　融資した件数

１　3,000千円を1年以
内
２　３件
３　3,000千円
４　３件

事業コスト 26年度決算額 27年度予算額 27年度決算額 28年度予算額 特定財源内訳、補足

事業費計（千円）① 0 0 0 0 　ムトス飯田推進委員会からの拠出金
　市民からの寄付金を、ムトス飯田推進委員会
を通じて、ファンドに拠出する

国庫支出金

県支出金

起債

その他

一般財源

人件費計（千円）② 715 715

正規職員所要時間 200 200

臨時職員所要時間

総事業費①+② 715 0 715 0

事業内容・目
標達成状況
の振り返り

・計画以上の貸付ができた。
・期間１年の融資では、融資枠を200万円から300万円まで拡大した。

改革改善
の考え方

①問題
点

貸金業務取扱主任者が駐在する体制を維持する必要がある。

②改革
提案

貸金業務取扱主任者が駐在するしくみを整える。
寄付を募ったり、行政からの支援を受けて、ファンドの原資を増やす。


